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特
集4〜5 関ブロ（全国）公民館大会に参加を

事務局長　田原　　理

高齢者学級「長
ちょう

生
せい

学園」4月全体会（津南町）
月１回の参加者同士の交流会では演芸ショーを楽しみました。

２……… トピックス 本会  第２回理事会開催  県大会での表彰者決定
３……… 視 点 「参画する楽しさを求める」	 県教育庁中越教育事務所  社会教育課副参事　田村　　豊

ひ ろ ば 「吹奏楽とともに」	 五泉市社会教育委員　公運審委員　樋口　義彦
掲 示 板 「社会教育団体懇話会（社団懇）総会」開催

6……… 実践記録シリーズ 柏崎市家庭教育支援チーム「よろんごの木」　須田　貴子

7……… サークル交流 「心を育む」（魚沼市）／「地域との ふれあい 支えあい」（佐渡市）
素 顔 拝 見 廣木　亮太さん（新潟市）／髙橋　　望さん（五泉市）

８……… お元気ですか 「年を感じながら」	 湯沢町・角谷　誠次さん
ネットワーク



2６月２日㈭　県大会開催パンフ完成　配布 ひとくち情報

本
会  
第
２
回
理
事
会
開
催  

県
大
会
で
の
表
彰
者
決
定�

▶
T

O
P

IC
S

　

本
会
の
第
２
回
理
事
会
が
、６
月

10
日（
金
）に
新
潟
市
中
央
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、

　
１　
永
年
勤
続
者
表
彰
の
選
考

　

２　
県
大
会
準
備
状
況

に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

１　
永
年
勤
続
者
表
彰

　

表
彰
者
の
選
考
に
つ
い
て
は
、市

町
村
か
ら
推
薦
さ
れ
た
38
名
全
員
が

受
賞
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し

た
。
表
彰
は
７
月
15
日（
金
）に
妙
高

市
で
開
催
さ
れ
る
県
大
会
で
行
わ
れ

ま
す
。

　
受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

�

＊
敬
称
省
略

井
上　
寅
幸（
長
岡
市
）

金
子　
　
功（　
〃　
）

木
口　
伸
子（　
〃　
）

小
林　
哲
志（　
〃　
）

山
口
日
出
二（　
〃　
）

山
田　
　
昭（　
〃　
）

北
村　
陽
子（
見
附
市
）

小
林　
路
子（　
〃　
）

坂
井　
徳
子（　
〃　
）

田
村　
博
子（　
〃　
）

野
澤　
　
豊（
燕　
市
）

木
村　
和
哲（
湯
沢
町
）

中
嶋　
　
格（　
〃　
）

根
津
サ
ヨ
子（
津
南
町
）

清
水　
裕
子（
新
潟
市
）

太
子　
角
恵（　
〃　
）

本
間　
　
攻（
佐
渡
市
）

神
田
よ
り
子（
阿
賀
町
）

長
谷
川
智
子（　
〃　
）

波
田
野
一
郎（　
〃　
）

村
山　
賢
二（　
〃　
）

清
水　
　
功（
上
越
市
）

関
原　
尚
子（　
〃　
）

東
城　
　
守（　
〃　
）

外
ノ
池　
一（　
〃　
）

長
藤　
清
重（　
〃　
）

野
田　
義
弘（　
〃　
）

藤
井
清
比
古（　
〃　
）

布
施　
文
雄（　
〃　
）

南　
　
　
勉（　
〃　
）

宮
腰　
謙
一（　
〃　
）

吉
田　
　
誠（　
〃　
）

勇　
知
栄
子（
糸
魚
川
市
）

加
藤
久
美
子（　

〃　
）

近
藤
美
和
子（　

〃　
）

松
木
あ
つ
子（　

〃　
）

両
川
恵
美
子（　

〃　
）

渡
辺
か
よ
子（　

〃　
）

　

受
賞
者
の
年
齢
は
、最
年
少
者
が

43
歳
、最
年
長
者
が
88
歳
で
す
。
受

賞
者
に
は
表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与

さ
れ
ま
す
。
記
念
品
は
、陶
芸
家・
高

井
進
氏
作
の「
妙
高
焼
」で
す
。

２　
県
大
会
の
準
備
状
況

　
主
管
の
妙
高
市
を
中
心
に
大
会
開

催
準
備
は
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

今
日
現
在
、ま
だ
大
会
ま
で
３
週

間
あ
り
ま
す
が
、参
加
申
込
み
期
限

は
あ
と
１
週
間
足
ら
ず
。
各
市
町
村

で
は
、参
加
の
取
り
ま
と
め
に
奔
走

し
て
い
る
と
き
か
と
思
い
ま
す
。

　

大
会
の
実
行
委
員
会
は
山
本
毅・

妙
高
市
公
民
館
長
を
中
心
に
13
名
で

構
成
さ
れ
開
催
準
備
も
大
詰
め
を
迎

え
て
い
ま
す
。

実
行
委
員
名

　
実
行
委
員
長

　
　
山
本　
　
毅（
妙
高
市
）

　
副
実
行
委
員
長

　
　
早
川　
寿
男（
上
越
市
）

　
　
渡
辺　
孝
志（
糸
魚
川
市
）

　
実
行
委
員

　
　
湯
淺　
昭
司（
上
越
教
育
事
務
所
）

　
　
山
本　
栄
美（
上
越
市
）

　
　
古
澤　
由
衣（　
〃　
）

　
　
渡
辺　
一
彦（
糸
魚
川
市
）

　
　
中
村　
　
智（　

〃　
）

　
　
松
本　
博
文（
妙
高
市
）

　
　
笹
井　
業
文（　
〃　
）

　
　
山
口　
　
修（　
〃　
）

　
　
河
村
さ
お
り（　
〃　
）

　
　
市
川　
大
地（　
〃　
）

　

県
公
連
事
務
局
で
は
、大
会
紀
要

の
編
集
中
で
す
。
す
で
に
原
稿
は
印

刷
業
者
に
ま
わ
り
、校
正
作
業
に

入
っ
て
い
ま
す
。
紀
要
は
大
会
開
催

期
日
の
３
日
前
に
完
成
す
る
予
定

で
す
。

　
６
月
28
日（
火
）に
は
最
終
の
開
催

準
備
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。　
ま
た
、

大
会
前
日
に
は
、本
番
会
場
で
開
会

式
セ
レ
モ
ニ
ー
を
中
心
に
リ
ハ
ー
サ

ル
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。（
田
原
）

新潟市西区平島1301番地 中野プラザ107　新潟県公民館連合会 025-266-7711950-2004

公民館月報　定価１部160円　年間1,920円（いずれも送料含む）

「新潟県公民館月報」　毎月 15 日発行
いつでも申込み受付中

№761（第３種郵便物認可） 	 平成28年７月15日

会議の模様



3 ひとくち情報 ６月２日㈭　県青少年健全育成県民会議　県庁　事務局長出席

ひろばひろば

県教育庁中越教育事務所 社会教育課
副参事　田村　　豊

が
あ
り
ま
す
。そ
れ
も
、自
由
に
自
発

的
に
楽
し
む
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が

根
付
い
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
み
ん

な
で
生
き
生
き
と
楽
し
く
活
動
す
る

こ
と
で
、自
身
や
社
会
の
課
題
を
解

決
し
て
い
く
。
そ
ん
な
方
々
に
接
す

る
職
員
の
方
も
喜
び
と
成
長
に
つ
な

げ
て
い
ま
す
。
本
当
に
す
ば
ら
し
い

こ
と
で
、近
江
商
人
が
大
切
に
し
て

き
た「
三
方
よ
し
」精
神
の
具
現
が
伺

え
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
は
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
講
座
や
教
室
へ

の
参
加
、自
主
的
な
サ
ー
ク
ル
な
ど

で
公
民
館
を
利
用
す
る
側
か
ら
の
見

方
で
す
。し
か
し
、社
会
構
造
の
変
化

か
ら
生
じ
て
い
る
地
域
に
お
け
る
つ

な
が
り
の
希
薄
化
、子
ど
も
た
ち
の

人
と
の
か
か
わ
り
や
実
体
験
の
不
足

が
叫
ば
れ
て
久
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、公
民
館
は
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
基
盤
、青
少
年
の
健
全
育

成
に
向
け
た
拠
点
と
し
て
の
機
能
が

一
層
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

は
、あ
く
ま
で
も
利
用
者・
住
民
の
側

に
立
ち
つ
つ
社
会
を
俯
瞰
的
に
見
な

が
ら
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
明
確
に
し
、着

実
に
組
織
と
し
て
実
践
を
重
ね
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
中
で
自
戒
の
気
持
ち
を
込
め

て
、利
用
者
、職
員・
関
係
者
と
い
っ

た
公
民
館
に
か
か
わ
る
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
、よ
り
よ
い
社
会
の
実
現

と
い
っ
た
共
通
の
目
標
に
向
か
っ
て

参
画
す
る
楽
し
さ
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

　

本
年
度
か
ら
中
越
教
育
事
務
所
に

勤
め
て
お
り
ま
す
。
社
会
教
育
行
政

で
の
勤
務
は
広
神
村
と
妙
高
少
年
自

然
の
家（
当
時
）が
あ
り
ま
す
が
、そ

れ
か
ら
十
年
以
上
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ

り
ま
す
。そ
れ
を
払
拭
し
、気
持
ち
を

新
た
に
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
さ
て
、「
公
民
館
」に
つ
い
て
は
、人

そ
れ
ぞ
れ
に
イ
メ
ー
ジ
が
異
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
読
者
の
皆

様
は
、い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、

み
ん
な
が
肩
肘
張
ら
ず
に
リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
る
公
共
の
場
と
い
っ
た
思
い

「
参
画
す
る
楽
し
さ
を
求
め
る
」

五泉市社会教育委員
公民館運営審議会委員  

樋口　義彦

「吹奏楽とともに」

　

趣
味
で
吹
奏
楽
団
に
参
加
し
て
い

る
。
昭
和
54
年
の
設
立
ま
も
な
く
か

ら
だ
か
ら
37
年
、人
生
の
半
分
以
上

に
な
る
。

　

設
立
後
何
年
か
は
公
民
館
を
練
習

場
所
に
お
借
り
し
て
い
た
が
、な
に

せ
音
が
大
き
い
。
隣
室
や
ご
近
所
な

ど
え
ら
く
迷
惑
を
お
か
け
し
た
。
今

は
中
学
校
の
音
楽
室
を
学
校
開
放
で

使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

年
１
回
の
定
期
演
奏
会
の
他
、春

の
桜
ま
つ
り
、秋
の
農
業
祭
、中
学
校

の
吹
奏
楽
部
と
の
合
同
演
奏
会
な

ど
、活
動
の
場
や
練
習
環
境
に
は
め

ぐ
ま
れ
て
い
る
。

　

楽
団
が「
五
泉
市
文
化
協
会
」に
加

盟
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、音
楽
以

外
で
も
書
道
、絵
画
、盆
栽
、陶
芸
な

ど
諸
分
野
の
先
達
に
も
知
己
を
得
、

見
聞
を
広
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

近
年
、自
分
の
子
供
よ
り
若
い
団

員
も
増
え
て
き
た
が
五
分
の
つ
き

あ
い
だ
。
練
習
の
場
で
歳
は
関
係
な

し
だ
。

村松公園「桜まつり」で演奏する村松吹奏楽団

掲示板 HOT NEWS 社会教育団体懇話会（社団懇）総会開催

　社団懇の今年度の会長は県公連の早川
寿男会長です。事務局は県公連にあります。
　平成２８年度の総会が下記のとおり開催
されます。
　１　日時	 平成２８年７月２２日（金）１５時～
　２　会場	 新潟会館
　３　来賓	 県教育庁生涯学習推進課長他9名
　４　内容

　　⑴�県教育庁生涯学習推進関係施策説
明・指導

　　⑵事業、決算、予算等協議
　　⑶講演　講師　新潟国際情報大学長
　　　　　　　　　平山征夫氏
　　⑷情報交換会
　＊�社団懇とは加盟１０団体で構成。県の

補助金を受けて活動しています。 昨年度総会の様子

№761（第３種郵便物認可） 	 平成28年７月15日 



4６月８日㈬　県社会教育委員の会議　県庁　事務局長出席 ひとくち情報

特
集

　

第
38
回
全
国
公
民
館
研
究
集
会
神
奈
川
大
会
兼
第
57
回
関

東
甲
信
越
静
公
民
館
研
究
大
会
in
さ
が
み
は
ら
が
８
月
25
日

（
木
）、26
日（
金
）に
相
模
原
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。各
市
町
村

で
は
開
催
案
内
に
よ
り
申
込
み
が
終
了
し
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　
開
催
に
先
立
ち
、大
会
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
第
38
回
全
国
公
民
館
研
究
集
会
神
奈
川
大
会・第
57
回

 

関
東
甲
信
越
静
公
民
館
研
究
大
会
in
さ
が
み
は
ら
の
概
要
〉

１　
大
会
テ
ー
マ

　
　
「
今
、な
ぜ
公
民
館
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
か
？
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
公
民
館
の
存
在
意
義
を
問
う
～

２　
期
日
：
平
成
28
年
８
月
25
日（
木
）・26
日（
金
）

３　
日
程　
第
１
日　
８
月
25
日（
木
）

　
11
：
00
～　
受
付

　
12
：
15
～　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン　
方
言
劇

　
　
　
　
　
　
「
お
小
昼（
お
こ
じ
ゅ
う
）の
ひ
と
と
き
」

�

千
木
良
の
お
小
昼
一
座

　
13
：
20　
　
開
会
行
事

　
13
：
30
～　
基
調
講
演「
公
民
館
の
本
質
と
役
割

�

～
地
域
再
生・未
来
へ
の
挑
戦
～
」

　
　
　
　
　
　
講
師　
牧
野　
　
篤

�

（
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
授
）

　
14
：
30
～　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
「
公
民
館
が
果
た
す  

人
づ
く
り・ま
ち
づ
く
り
」

　
　
　
　
　
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
齋
藤　
ゆ
か
氏

�

（
聖
徳
大
学
児
童
学
科
准
教
授
）

　
　
　
　
　
　
パ
ネ
リ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
文
部
科
学
省
職
員

　
　
　
　
　
　
　
宮
城　
　
潤
氏

�

（
沖
縄
県
那
覇
市
若
狭
公
民
館
長
）

　
　
　
　
　
　
　
中
村　
洋
子
氏

�

（
相
模
原
市
立
大
野
南
公
民
館
運
営
協
議
会
議
長
）

　
　
　
　
　
　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
牧
野　
　
篤

�

（
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
授
）

　
16
：
20
～　
閉
会
行
事

　
17
：
00
～　
分
科
会
打
合
せ

　
18
：
00
～　
情
報
交
換
会

第
２
日　
８
月
26
日（
金
）

　
９
：
00
～　
受
付

　
９
：
20
～　
分
科
会
開
会

　
９
：
30
～　
事
例
発
表・質
疑・研
究
協
議

　
11
：
55
～　
閉
会・解
散

〈
分
科
会
〉

新
潟
県
公
民
館
連
合
会

　
事
務
局
長

　
田
原
　
　
理

大会メイン会場　相模女子大学グリーンホール

分
科
会

分
科
会
内
容

会　
場

第
１
分
科
会
公
民
館
職
員
の
専
門
性

ユ
ニ
コ
ム
プ
ラ
ザ

さ
が
み
は
ら

第
２
分
科
会
若
者
と
つ
な
が
る
公
民
館

相
模
原
市
立

大
野
南
公
民
館

№761（第３種郵便物認可） � 平成28年７月15日 

関
ブ
ロ（
全
国
）公
民
館
大
会
に
参
加
を
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第
９
分
科
会
は
三
条
市
の
阿
部
修
造
氏
が「
き
っ
か
け
の

一
歩
事
業
」
～
特
色
あ
る
事
業
に
よ
る
絆・
つ
な
が
り
の
再

構
築
～
を
事
例
発
表
し
ま
す
。

　
応
援
に
お
出
で
く
だ
さ
い
。

全
国
に
配
布
済・開
催
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

〈
来
年
度
の
予
告
〉

　

少
し
早
い
よ
う
で
す
が
、来
年
度
の
関
ブ
ロ
大
会
の
準
備

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。す
で
に
、５
月
に
開
催
さ
れ
た
第
２
回

関
ブ
ロ
理
事
会
で
開
催
概
要
が
示
さ
れ
、承
認
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１　
大
会
主
管　
群
馬
県
公
民
館
連
合
会

２　
期　
　
日　
平
成
29
年
８
月
24
日（
木
）・25
日（
金
）

３　
会　
　
場

　
　
　
群
馬
県
前
橋
市　
前
橋
市
民
文
化
会
館

　
　
　
　
〒
３
７
１

－
０
８
０
５　
前
橋
市
南
町
３

－

62

－

１

　
　
　
分
科
会

　
　
　
　
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

　
　
　
　
〒
３
７
１

－

０
０
２
３　
前
橋
市
本
町
２

－

12

－

１

　
　
　
　
臨
江
館

　
　
　
　
〒
３
７
１

－

０
０
２
６　
前
橋
市
大
手
町
３

－

15

　
　
　
情
報
交
換
会　
前
橋
テ
ル
サ

　
　
　
　
〒
３
７
１

－０
０
２
２　
前
橋
市
千
代
田
町
２

－

５

－

１

４　
大
会
テ
ー
マ

　
　
　
「
お
い
で
よ
公
民
館
」
～
地
域
に
根
づ
い
た
、

�

開
か
れ
た
公
民
館
を
め
ざ
し
て
～

５　
分
科
会　
14
分
科
会

　
　
　
１　
高
齢
者
の
学
習
と
公
民
館

　
　
　

２　
子
ど
も・若
者
が
集
ま
る
公
民
館

　
　
　
３　
シ
ニ
ア
世
代
と
公
民
館

　
　
　
４　
家
庭
教
育
支
援
と
公
民
館

　
　
　
５　
地
域
文
化
の
伝
承
と
公
民
館

　
　
　
６　
人
権
学
習
と
公
民
館

　
　
　
７　
地
域
防
災
と
公
民
館

　
　
　
８　
大
学・専
門
学
校
等
と
公
民
館
の
連
携

　
　
　
９　
学
校・家
庭・地
域
の
連
携
と
公
民
館

　
　
　
10　
学
習
情
報
の
提
供
と
公
民
館

　
　
　
11　
環
境
学
習
と
公
民
館

　
　
　
12　
公
民
館
運
営
審
議
会
の
役
割

　
　
　
13　
公
民
館
職
員
の
専
門
性

　
　
　
14　
公
民
館
の
存
続
意
義

　
　
　
　
＊
開
設
分
科
会
名
と
開
設
数
は
予
定
で
す
。

　

全
国
大
会
が
７
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
兼
ね
る
方
式
に
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
成
果
の
あ
る
大
会
に
な
っ
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

　

関
ブ
ロ
の
他
に
６
ブ
ロ
ッ
ク
の
開
催
要
項
が
事
務
局
に
届

い
て
い
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
左
記
事
務
局
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

　
新
潟
県
公
民
館
連
合
会　
事
務
局

　
　
〒
９
５
０

－

２
０
０
４

　
　
新
潟
市
西
区
平
島
１
３
０
１
番
地　
中
野
プ
ラ
ザ
１
０
7

　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ・Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
２
５

－

２
６
6

－

７
７
１
１

　
神
奈
川
県
大
会
実
行
委
員
会

　
　
〒
２
３
１

－

８
５
０
９　
横
浜
市
中
区
日
本
大
通
33

　
　

�

神
奈
川
県
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
０
４
５

－

２
１
０

－

８
３
４
７（
直
通
）

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
４
５

－

２
１
０

－

８
９
３
９

　
群
馬
県
大
会
実
行
委
員
会

　
　
〒
３
７
１

－

０
０
２
３　
前
橋
市
本
町
２

－

12

－

１

　
　

�

前
橋
元
気
プ
ラ
ザ
21　
前
橋
市
中
央
公
民
館

　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
０
２
７

－

２
１
０

－

２
１
９
９

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
２
７

－

２
３
７

－

０
７
２
２

第
３
分
科
会
家
庭
教
育
支
援
の
歩
み

ユ
ニ
コ
ム
プ
ラ
ザ

さ
が
み
は
ら

第
４
分
科
会
公
民
館
の
管
理・運
営

麻
布
大
学

第
５
分
科
会
公
民
館
事
業
の
企
画・評
価

麻
布
大
学

第
６
分
科
会
公
民
館
事
業
と
人
権

麻
布
大
学

第
７
分
科
会
地
域
防
災
と
公
民
館

ソ
レ
イ
ユ
さ
が
み

第
８
分
科
会
地
域
文
化
の
伝
承

ソ
レ
イ
ユ
さ
が
み

第
９
分
科
会
シ
ニ
ア
が
輝
く
公
民
館

事
例
発
表
：
新
潟
県
三
条
市

相
模
原
市
立

橋
本
公
民
館

№761（第３種郵便物認可） 	 平成28年７月15日 
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シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

実
践

記
録
実
践

記
録220

家
庭
教
育
は
、
す
べ
て
の
教
育
の
出
発
点

家
族
の
ふ
れ
合
い
を
通
し
て
、子
供
が
、基
本
的
な

生
活
習
慣
や
生
活
能
力
、人
に
対
す
る
信
頼
感
、豊

か
な
情
操
、他
人
に
対
す
る
思
い
や
り
、基
本
的
倫

理
観
、自
尊
心
や
自
立
心
、社
会
的
な
マ
ナ
ー
な
ど

を
身
に
つ
け
て
い
く
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

例
え
ば
、毎
日
の
生
活
の
一
場
面
。

・�

い
つ
も
家
族
で「
お
は
よ
う
」「
た
だ
い
ま
」「
お

や
す
み
」な
ど
の
あ
い
さ
つ
を
習
慣
に
し
て
い
る
。

・
早
寝
早
起
き
を
心
が
け
て
い
る
。

・
朝
ご
は
ん
は
家
族
一
緒
に
食
べ
る
。

・�

学
校
で
の
出
来
事
な
ど
に
つ
い
て
、子
供
と
よ
く

話
を
す
る
。

・�

テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
の
時
間
な
ど
の
ル
ー
ル
を
、親

子
で
話
し
合
っ
て
決
め
て
い
る
…
。

家
庭
は
、子
供
た
ち
が
最
も
身
近
に
接
す
る
社
会
。

少
し
立
ち
止
ま
っ
て
、日
常
の
家
庭
で
の
生
活
を

振
り
返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

子
供
は
家
庭
の
中
だ
け
で
育
つ
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

学
校
や
地
域
の
様
々
な
人
た
ち
と
関
わ
り
、見
守

ら
れ
な
が
ら
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

か
つ
て
は
、親
以
外
に
も
多
く
の
大
人
が
子
供
に

接
す
る
こ
と
で
、そ
れ
ら
が
全
体
と
し
て
家
庭
教
育

を
担
っ
た
り
、親
同
士
や
地
域
の
人
々
と
の
つ
な
が

り
に
よ
っ
て
、親
と
し
て
学
び
、育
ち
合
う
中
で
、子

供
た
ち
を「
地
域
の
子
供
」と
し
て
見
守
り
、育
て
る

な
ど
、地
域
に
お
い
て
子
育
て
や
家
庭
教
育
を
支
え

る
し
く
み
や
環
境
が
あ
り
ま
し
た
。

昨
今
で
は
、都
市
化
や
核
家
族
化
、少
子
化
、雇
用

環
境
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、こ
う
し
た
地
縁
的
な
つ

な
が
り
や
人
と
の
関
係
が
希
薄
化
し
、親
が
身
近
な

人
か
ら
子
育
て
の
仕
方
を
学
ぶ
機
会
が
減
っ
た
り
、

子
育
て
の
悩
み
な
ど
気
軽
に
相
談
で
き
る
人
が
そ
ば

に
い
な
い
と
い
っ
た
よ
う
な
、親
や
家
庭
を
取
り
巻

く
状
況
、子
育
て
を
支
え
る
環
境
も
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省「
社
会
全
体
で
支
え
合
う
家
庭
教
育
支
援
」よ
り
抜
粋

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
の
関
わ
り

平
成
21
年
に
文
科
省
よ
り
委
託
さ
れ
た
訪
問
型
家

庭
教
育
支
援
事
業
は
単
年
で
終
わ
り
ま
し
た
が
、中

越
沖
地
震
後
の
心
の
ケ
ア
や
保
護
者
の
悩
み
を
傾
聴

す
る
家
庭
教
育
支
援
員
と
し
て
学
ば
せ
て
い
た
だ
い

た
経
緯
か
ら
、そ
の
後
も
支
援
活
動
を
実
施
し
て
い

る「
チ
ー
ム
」と
し
て
文
科
省
に
登
録
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
今
現
在
は
、文
科
省
か
ら
い
た
だ
く

冊
子
や
情
報
な
ど
を
基
に
し
た
啓
発
活
動
や
主
任
児

童
委
員
へ
保
護
者
か
ら
の
個
別
の
相
談
を
繋
ぐ
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
チ
ー
ム
と
し
て
唯
一
表
だ
っ
て
参

画
し
て
い
る
の
が
、年
１
回
開
催
す
る
柏
崎
フ
ォ
ー

ラ
ム
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。（
写
真
参
照
）

私
た
ち
の
活
動
は
目
に
見
え
る
活
動
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
成
果
も
解

り
づ
ら
い
も
の
で

す
。し
か
し
、子
供

に
関
わ
る
団
体
と

連
携
し
、問
題
提

起
す
る
場
を
設

け
、（
細
々
と
で
す

が
）啓
発
活
動
の

実
施
や
、放
課
後

の
居
場
所
づ
く

り・
学
校
支
援
に

関
わ
る
こ
と
で
、

保
護
者
と
の
顔
の

見
え
る
関
係
を
つ

く
る
こ
と
が
で

き
、相
談
し
や
す

い
環
境
を
構
築
す

る
こ
と
が
出
来
た

の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、発
足

当
初
か
ら
地
元
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
事
務
室
を
相
談
室
と
し

て
借
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
職
員
か
ら
保
護
者
の
電
話
を
繋
い
で
い
た
だ

き
、ま
た
、文
科
省
か
ら
の
情
報
を
印
刷
す
る
際
に
輪

転
機
も
借
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
皆
様
に
は
、と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
も
な
お
、継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

も
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

支
援
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

共
通
の
理
解
者
や
共
有
す
る
も
の
が
あ
れ
ば

　
支
援
の
輪
は
広
が
る
は
ず

「
子
ど
も
は
地
域
の
宝
、社
会
の
宝
」と
よ
く
お
聞

き
し
ま
す
。
し
か
し
、Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
や
子
ど
も
会
役

員
と
し
て
、色
々
な
こ
と
を
学
ん
だ
方
々
も
ま
た
、地

域
の
宝
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

学
び
を
次
代
に
繋
げ
、地
域
全
体
で
子
供
た
ち
の

未
来
を
語
り
、育
む
輪
を
広
げ
れ
ば
、笑
顔
が
輝
く
社

会
に
な
る
と
信
じ
、多
様
な
育
成
団
体
、地
元
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
の
皆
様
と
社
会
全
体
で
家

庭
教
育
を
推
進
で
き
る
よ
う
、こ
れ
か
ら
も
努
力
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�～家庭教育は子供の未来を支える大切な贈り物～

柏崎市家庭教育支援チーム
「よろんごの木」

よろんごの木　須田　貴子

№761（第３種郵便物認可） � 平成28年７月15日 
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心
を
育
む

と
ん
と
ん
お
話
し
の
部
屋

　
「
と
ん
と
ん
」と
戸
を
た
た
い
て

子
供
達
が
元
気
に
お
部
屋
に
入
っ

て
来
る
。
毎
月
第
２
土
曜
日
、12
名

の
皆
素
人
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
絵
本

を
中
心
に
紙
芝
居
、昔
話
語
り
、季

節
の
遊
び
や
工
作
を
す
る
お
話
会

を
開
い
て
今
年
で
20
周
年
の「
と
ん

と
ん
お
話
の
部
屋
」で
す
。
年
１
回

の
ス
ペ
シ
ャ
ル
版
は
プ
ロ
に
よ
る

人
形
劇
講
演
で
す
。

　

こ
の
定
例
会
の
他
に
保
育
園
や

小
学
校
、お
年
寄
り
の
施
設
や
集

会
場
な
ど
か
ら
声
を
か
け
て
頂
き

手
作
り
の
人
形
劇
や
お
話
会
の
出

前
、図
書
館
の
お
手
伝
い
、書
店
の

絵
本
コ
ー
ナ
ー
で
読
み
き
か
せ
な

CirCle
サークル交流

ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

生
の
声
で
読
み
語
る
場
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、ご

家
庭
で
も
絵
本
や
お
話
を
介
し
て

温
か
い
時
間
を
も
ち
、心
を
育
ん
で

も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

　
魚
沼
市・と
ん
と
ん
お
話
し
の
部
屋

�

森
島
三
智
子　
記

　
佐
渡
市・リ
ト
ル
か
た
つ
む
り

�

金
子
美
智
子　
記

な
く
元
気
に
歌
や
笑
い
で
音
楽
を

楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

　

赤
泊
地
区
が「
民
話
の
里
」と
命

名
さ
れ
て
か
ら
は
、民
話
劇
の
歌
を

歌
い
続
け
、単
独
で
年
１
回
の
小
さ

な
音
楽
会
を
開
い
た
り
も
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、福
祉
施
設
へ
行
っ

て
昭
和
の
歌
や
懐
か
し
の
歌
を
共

に
歌
っ
た
り
も
し
て
き
ま
し
た
。

　
会
員
は
、赤
泊
地
区
さ
ら
に
は
佐

渡
の
活
性
に
役
立
っ
て
い
こ
う
と

い
う
目
標
を
持
っ
て
、音
楽
の
楽
し

さ
を
喜
び
に
、演
技
や
歌
を
腹
一
杯

磨
き
あ
い
若
々
し
く
な
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
と
の 

ふ
れ
あ
い

支
え
あ
い

リ
ト
ル
か
た
つ
む
り

　
結
成
し
た
29
年
前
、会
員
は
若
々

し
く
て
か
わ
い
く
歌
を
歌
っ
て
い

た
た
め
こ
の
名
前
が
付
け
ら
れ
、赤

泊
地
区
を
中
心
に
活
動
を
し
て
き

ま
し
た
。
29
年
も
の
間
、会
員
は
喜

び
を
持
っ
て
、年
齢
に
負
け
る
こ
と

　昨年４月に新採用として公民
館に配属された髙橋さんは高齢
者学級や成人式、手話講座などの
事業を担当しています。２年目
にしてすでに受講生や利用者か
ら『おめさんがいれば大丈夫』と言われるほど頼り
がいのある髙橋さん。皆さんが求めている以上の
力を発揮し日々喜ばれています。
　性格は大変穏やかでおっとりの天然さん。いつ
も職場を明るくしてくれます。そんな彼の趣味は
居合道！３段の段位を取得しているほどの腕前で
す。普段と想像のつかない趣味に職場の皆も驚き
です。（今度披露してくれないかな…）
　車の運転歴が浅い髙橋さんは、皆さんのところ
へ愛車の自転車でどこでも駆けつけます。かっこ
よく颯爽と自転車を運転する彼の姿は生き生きと
しており、楽しく仕事をしているんだなと感じさ
せます。これからも沢山の人に愛され、ばりばりと
仕事をこなす髙橋さんに期待します♪

（生涯学習課　加藤　歩惟　記）

五泉市生涯学習課

主事　髙橋　　望さん

　我が公民館のいざという時に
頼れる男「くま五郎丸」さんを紹
介します。（写真参照）
　岩室地区公民館３年目の廣木
さんは、先輩女子職員からどんど
ん仕事を振られても、嫌な顔ひとつせず黙々とこ
なしていきます。廣木さん得意とするパソコンで、
チラシやポスターもお手のもの。事業の開催要項
を渡しただけで、イメージどおりに仕上げてくれ
るのです。とても助かっています。
　窓口対応もとても丁寧で、子どもから高齢者ま
で誰に対しても親切です。
　プライベートでは、読み聞かせボランティア「ひ
まわり文庫」に所属し、小学校訪問などの活動をし
ています。うわさによると「廣木ファンクラブ」が
できたとか！？そう、廣木さんは人気者なのです。
　唯一の弱点は体力がないことでしょうか？ 10
月の主催事業「多宝山秋ツアー」に向けて筋トレ頑
張れ！

（岩室地区公民館　主査　田島かづみ　記）

新潟市岩室地区公民館

嘱託職員　廣木　亮太さん
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ス
イ
カ
が
真
っ
赤
の
時
は
家
族
の
歓

声
が
あ
が
っ
た
も
の
だ
。

　

今
は
、ス
イ
カ
も
全
国
に
ブ
ラ
ン

ド
品
が
あ
っ
て
糖
度
12
度
以
下
は
規

格
外
だ
と
か
。た
だ
し
１
個
数
千
円
。

11
度
で
い
い
か
ら
、安
く
店
頭
に
出

な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
甘
く
は

な
い
か
。�

（
田
原
）

　

暑
い
夏
に
思
い
出
す
の
は
ス
イ

カ
。
以
前
は
甘
さ
に
当
た
り
は
ず
れ

が
あ
っ
て
、当
た
り
か
ど
う
か
は

割
っ
て
み
る
ま
で
わ
か
ら
な
か
っ

た
。
田
舎
で
は
ス
イ
カ
は
ほ
と
ん
ど

自
家
製
。
頃
合
い
を
見
て
収
穫
し
た

事
務
局
長
の

つ
ぶ
や
き

　

年
を
取
っ
た
な
。
こ
ん
な
こ
と

を
言
う
と
、人
生
の
大
先
輩
方
に

お
叱
り
を
受
け
そ
う
で
す
が
、若

い
時
か
ら
比
較
的
運
動
は
で
き
る

方
と
自
負
し
て
い
た
私
で
す
が
、

や
れ
ば
で
き
る
と
思
い
な
が
ら
肩

が
痛
い
、腰
が
痛
い
と
言
っ
て
は

何
に
も
し
な
い
年
月
を
重
ね
、医

療
機
関
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
も

増
え
、友
人
か
ら
は「
薬
の
量
が

減
っ
た
ら
気
を
付
け
ろ
。」な
ん
て

言
わ
れ
る
。
そ
う
い
う
年
代
に

な
っ
た
ん
だ
な
と
身
に
染
み
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

退
職
後
、お
誘
い
を
い
た
だ
き

少
し
で
も
地
域
に
お
役
に
立
て
れ

ば
と
地
区
館
長
を
お
受
け
し
ま
し

た
が
、事
務
局
や
地
域
の
関
係
者

に
難
儀
や
ら
迷
惑
を
か
け
、ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
の
お
手
伝
い
を
始
め
ま

し
た
が
役
に
立
っ
て
い
る
の
か
ど

う
か
？
で
も
、年
を
と
っ
て
も
か

ら
だ
は
動
か
そ
う
と
愛
犬
と
の
散

歩（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
は
な
り
ま

せ
ん
。）と
猫
の
額
ほ
ど
の
畑
で
野

菜
栽
培（
師
匠
は
婆
ち
ゃ
ん
。）と

少
し
ば
か
り
の
花
の
水
や
り
な
ど

始
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、ボ
ケ
防
止
と
刺
激
を
求

め
て
公
民
館
講
座
に
も
参
加
、で

も
先
輩
講
座
生
の
皆
さ
ん
の
パ

ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
っ
放
し
で
新
人

の
私
と
し
ま
し
て
は
、「
ど
う
し

た
も
ん
じ
ゃ
ろ
ね
」の
状
態
。

　
こ
れ
と
言
っ
て
書
き
た
て
る
こ

と
も
、び
っ
く
り
ポ
ン
の
毎
日
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、あ
っ
ち
こ
っ

ち
身
体
の
不
具
合
で
年
を
感
じ
な

が
ら
も
そ
こ
そ
こ
元
気
で
過
ご
し

て
い
る
日
々
で
す
。

「
年
を
感
じ
な
が
ら
」

角
谷
　
誠
次

（
湯
沢
町
）

気

す

元

で

か

お

※「
お
元
気
で
す
か
」の
コ
ー
ナ
ー
は
現
役
を
リ
タ
イ
ア
し
た
方
が
そ
の
後
も
元
気
に
活
動
し
て
い
る
様
子
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

〈
新
潟
市
公
民
館 

　
　
新
職
員
研
修
会
開
催
〉

　

新
潟
市
の
新
任
職
員
研
修
会

が
５
月
18
日（
水
）19
日（
木
）の

両
日
、横
越
地
区
公
民
館
を
会
場

に
行
わ
れ
27
名
が
研
修
を
し
ま

し
た
。

　
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

１　

�

講
話「
新
任
職
員
の
み
な
さ

ん
へ
」

２　

�

現
状
と
目
指
す
方
向・
職
員

の
役
割

３　
窓
口
業
務

４　
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
い
ろ
い
ろ

５　
事
業
の
進
め
方・作
り
方

６　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

〈
下
越
地
区
公
民
館 

　
　
　
　
職
員
研
修
会
〉

　
第
１
回
の
研
修
会
が
５
月
25
日

（
水
）に
県
少
年
自
然
の
家
を
会
場

に
行
わ
れ
、管
内
７
市
町
村
の
公

民
館
職
員
20
名
が
研
修
に
参
加
し

ま
し
た
。

　
研
修
は
実
技
中
心
で
し
た
。

１　
焼
杉
板　
看
板
づ
く
り
実
習

２　
す
ぐ
に
役
立
つ
レ
ク
指
導

３　
事
業
紹
介

焼杉板実習中

講話は県公連田原事務局長が行いました

公益財団法人 新潟県市町村振興協会
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